
ＶＧ槻輪だより 会報第１４６号                                        １ 

わ
が
ま
ち
紹
介 

古
都
京
都
の
文
化
財
・
世
界
遺
産
の
あ
る 

大
本
山
天
龍
寺 

（
VG
槻
輪
創
設
12
周
年
記
念
事
業
） 

 

 

  

 

                          

 

 

：
平
成
平
成
２７

年
１０
月
１５
日
平

平
成
28
年
１１
月
１７
日 

阪
急
電
車
嵐
山
駅
改
札
口

に
集
合
し
、
大
本
山
天
龍
寺

を
訪
問
し
ま
し
た
。 

「 

VG
槻
輪
創
設
12
周
年

記
念
事
業
」と
し
て
法
堂

「 

天
龍
図
」の
特
別
参
拝
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。 

（１）
法
堂
の
中
で
天
龍
寺
法

務
部
長
小
川
湫
生
和
尚
さ

ん
に
、
約
1
時
間
に
わ
た
り

天
龍
寺
の
謂
れ
や
天
龍
寺
・

法
堂
の
歴
史
や
龍
の
お
話

を
会
話
方
式
で
楽
し
く
お

話
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

（２）
紅
葉
の
庭
園
を
鑑
賞
し

な
が
ら
諸
堂
の
参
拝
を
し
ま

し
た
。 

（３）
精
進
料
理
は
、
竜
門
亭

（篩
月
）と
言
う
建
物
で
、 

先
生
が
予
約
し
て
下
さ
つ
た

場
所
は
、
そ
の
奥
の
禅
堂
で

し
た
。
丁
度
全
員
が
ゆ
っ
た

り
と
入
れ
る
部
屋
で
し
た
。 

ゆ
っ
く
り
と
お
い
し
い
精

進
料
理
を
頂
き
ま
し
た
。 

大
本
山
天
龍
寺 

天
龍
寺
は
、
京
都
府
京
都

市
右
京
区
嵯
峨
天
龍
寺
芒

ノ
馬
場
町
に
あ
る
、
臨
済
宗

天
龍
寺
派
大
本
山
の
寺
院

で
す
。
寺
号
は
正
し
く
は
霊

亀
山
天
龍
資
聖
禅
寺
と
称

し
ま
す
。
本
尊
は
釈
迦
如
来
、

開
基
（創
立
者
）
は
足
利
尊

氏
、
開
山
（
初
代
住
職
）は
夢

窓
疎
石
で
す
。
足
利
将
軍
家

と
桓
武
天
皇
ゆ
か
り
の
禅
寺

と
し
て
京
都
五
山
の
第
一
位

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

古
都
京
都
の
文
化
財
と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。 

法
堂
（は
っ
と
う
） 

正
面
須
弥
壇
に
は
釈
迦

三
尊
像
を
安
置
し
、
後
の
壇

に
は
光
厳
上
皇
の
位
牌
と
歴

代
住
持
の
位
牌
お
よ
び
開

山
夢
窓
疎
石
と
開
基
足
利

尊
氏
の
木
像
が
祀
ら
れ
仏

殿
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

大
迫
力
！
禅
寺
の
龍
の

天
井
画
、
龍
は
仏
教
を
守
護

す
る
八
部
衆
で
も
あ
り
龍

神
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
禅
寺
の
本
山
の
多
く
で

は
法
堂
（は
っ
と
う
）の
天
井

に
龍
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

法
堂
は
仏
法
を
大
衆
に

説
く
場
所
で
あ
り
、
龍
が
法

の
雨
（仏
法
の
教
え
）を
降
ら

す
と
い
わ
れ
、
ま
た
龍
神
は

水
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
か
ら
、

火
災
か
ら
守
る
と
い
う
意
味

も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
龍
の
目
は
円

相
の
中
心
に
あ
り
ま
す
が
、

八
方
睨
み
の
龍
と
い
わ
れ
、

見
る
位
置
や
角
度
に
よ
っ
て

龍
の
動
き
や
表
情
が
変
化

す
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

天
井
の
龍
が
私
た
ち
を
い
つ

も
見
て
く
れ
て
い
る
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。 

曹
源
池
庭
園 

世
界
遺
産
に
登
録
を
さ

れ
て
い
る
天
龍
寺
の
美
し
い

庭
園
は
、
訪
れ
る
者
を
魅
了

し
、
そ
し
て
季
節
ご
と
に
異

な
る
景
色
が
見
ら
れ
る
の
も

ま
た
魅
力
で
す
。 

今
回
は
そ
ん
な
天
龍
寺
の

「 

曹
源
池
庭
園
」を
紅
葉
の

時
期
に
訪
問
し
ま
し
た
。 

こ
の
庭
園
は
天
龍
寺
の
開

山
で
あ
る
夢
窓
疎
石
が
室
町

時
代
に
作
庭
し
た
と
い
わ
れ
、

今
で
も
当
時
の
面
影
を
と
ど

め
て
い
ま
す
。 

嵐
山
や
亀
山
を
借
景
と
し
て

取
り
入
れ
た
曹
源
池
庭
園

は
、
日
本
初
の
史
跡
・特
別

名
勝
指
定
に
も
指
定
さ
れ
、

回
遊
式
庭
園
と
し
て
は
最
古

の
遺
構
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

曹
源
池
庭
園
と
は
中
央
の
曹

源
池
と
名
付
け
ら
れ
た
池

を
巡
る
池
泉
回
遊
式
庭
園

か
ら
由
来
し
て
い
ま
す
。 

龍
門
亭
（精
進
料
理
） 

曹
源
池
の
南
側
に
位

置
す
る
建
物
で
平
成
12

年
開
山
夢
窓
国
師
六
百

五
十
年
遠
諱
記
念
事
業
と

し
て
夢
窓
国
師
が
選
ん
だ

「 

天
龍
寺
十
境
」の
一
つ

龍
門
亭
を
再
現
し
た
。 

「 

天
龍
寺
十
境
」と
は
貞

和
2
年
夢
窓
国
師
が
天

龍
寺
境
内
の
十
ヵ
所
を
名

勝
に
定
め
、
美
し
い
詩
を

作
っ
て
い
る
。 

普
明
閣
・絶
唱
谿
・霊

庇
廟
・曹
源
池
・拈
華
嶺
・

渡
月
橋
・三
級
巖
・万
松

洞
・龍
門
亭
・亀
頂
塔 

こ
こ
で
は
篩
月
の
精
進

料
理
が
出
さ
れ
ま
す
。 

右
図
は
臨
済
宗
天
龍
寺

の
精
進
料
理
で
、
朱
塗
り

の
折
敷
は
、
臨
済
宗
天
龍

寺
派
に
お
い
て
、
来
客
を

も
て
な
す
際
の
正
式
の
も

の
で
す
。 
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２０１７年１月度行事予定 

早いスピードで再開発が進んでいるまち：阿倍野 

月 日：平成28年1月19日（木曜日） 

集合場所：ＪＲ天王子駅中央口改札出口  時間：10:30 

訪 問 先：学研ココファン阿倍野 

内 容：施設見学 他 

そ の 他：１）雨天決行 

       ２）スタッフの方に説明をお願いしています。 

２０１６年１２月行事予定 

最高の赤・黄・オレンジ色が待っているまち：大山崎 

月 日： 平成２８年 1２月１日（木） 

集合場所: 阪急電車「大山崎駅」  集合時間：１０：00 

行 先: アサヒビール大山崎山荘美術館、宝積寺 

そ の 他：１）「大山崎ふるさとガイドの会」の方にガイドを 

お願いしています。 

２）昼食は「かぎ卯」を予定しています。 

 

嵐山 中の島公園の紅葉 

法堂（はっとう）入口 

緑と紅葉と池のコントラスト 

合わせ出されます。 

 

料理は食事の流れに 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E9%83%BD%E4%BA%AC%E9%83%BD%E3%81%AE%E6%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E9%83%BD%E4%BA%AC%E9%83%BD%E3%81%AE%E6%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%A8%E6%B8%88%E5%AE%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%A8%E6%B8%88%E5%AE%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%A8%E6%B8%88%E5%AE%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%88%E8%BF%A6%E5%A6%82%E6%9D%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%B3%E5%88%A9%E5%B0%8A%E6%B0%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%B3%E5%88%A9%E5%B0%8A%E6%B0%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%B3%E5%88%A9%E5%B0%8A%E6%B0%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A2%E7%AA%93%E7%96%8E%E7%9F%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A2%E7%AA%93%E7%96%8E%E7%9F%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A2%E7%AA%93%E7%96%8E%E7%9F%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%B3%E5%88%A9%E5%B0%86%E8%BB%8D%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%B3%E5%88%A9%E5%B0%86%E8%BB%8D%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%B3%E5%88%A9%E5%B0%86%E8%BB%8D%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A1%93%E6%AD%A6%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E4%BA%94%E5%B1%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E9%83%BD%E4%BA%AC%E9%83%BD%E3%81%AE%E6%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E9%83%BD%E4%BA%AC%E9%83%BD%E3%81%AE%E6%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E9%BE%8D%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E9%BE%8D%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E9%BE%8D%E5%AF%BA
http://dic.nicovideo.jp/a/%E3%82%B9%E3%83%94%E3%83%BC%E3%83%89
http://oyamazaki.info/archives/128

